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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和1年7月11日(2019.7.11)

【公開番号】特開2017-107966(P2017-107966A)
【公開日】平成29年6月15日(2017.6.15)
【年通号数】公開・登録公報2017-022
【出願番号】特願2015-240266(P2015-240266)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   3/067    (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/10     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   3/23     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/365    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ    3/067    　　　　
   Ｈ０１Ｓ    3/10     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｓ    3/23     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/365    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス光を生成する共振器を有するファイバーレーザと、
　前記ファイバーレーザから射出される前記パルス光を増幅して射出する増幅器と、
　前記増幅器で増幅される前記パルス光が通過する際に、非線形効果を発生させる非線形
ファイバーと、を有し、
　前記共振器の群遅延分散をＤ１、前記共振器の出力端と前記非線形ファイバーの入力端
との間の群遅延分散をＤ２としたとき、群遅延分散Ｄ１及び群遅延分散Ｄ２はともに正の
値であり、
　真空中の光速をｃ、前記ファイバーレーザより射出される前記パルス光のスペクトル半
値全幅をΔλ、前記ファイバーレーザより射出される前記パルス光の中心波長をλ、前記
パルス光の形状に基づく係数をａとし、

【数１】

　における関数Ｔ（Δλ）を最小にする前記スペクトル半値全幅Δλの値をΔλ＿ｍｉｎ
とし、
　前記スペクトル半値全幅Δλが前記中心波長λの０．０１％増加したときの関数Ｔ（Δ
λ）の変化量が－３ｄＢとなる前記スペクトル半値全幅Δλの値をΔλ＿３ｄＢとしたと
き、
　前記スペクトル半値全幅Δλは、Δλ＿３ｄＢ≦Δλ≦Δλ＿ｍｉｎ×２を満たす、
　ことを特徴とする光源装置。
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【請求項２】
　前記ファイバーレーザより射出される前記パルス光のパルス半値全幅は、前記関数Ｔ（
Δλ）で表されることを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記共振器は、パルス光を選択的に透過させる可飽和吸収体を含むことを特徴とする請
求項１又は２に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記共振器は、パルス光を選択的に反射させる可飽和吸収体を含むことを特徴とする請
求項１又は２に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記共振器は、前記パルス光の前記スペクトル半値全幅Δλを制御する光学フィルター
を含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項６】
　前記非線形ファイバーは、前記中心波長λにおいて、異常分散を有することを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項７】
　前記共振器からのパルス光の取り出し効率をκ、前記ファイバーレーザから射出される
前記パルス光のパルスの繰り返し周波数をｆ、前記共振器の長さをＬ、前記共振器の非線
形係数の平均値をγ、円周率をπ、前記ファイバーレーザから射出される前記パルス光の
パワーをＰｏｕｔとしたとき、
【数２】

　を満たすことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項８】
　前記スペクトル半値全幅Δλは、Δλ＿３ｄＢ≦Δλ≦Δλ＿ｍｉｎを満たすことを特
徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項９】
　前記共振器に含まれるすべての光ファイバー及び光学部品は、正の群遅延分散を有する
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項１０】
　前記共振器の出力端から前記非線形ファイバーの入力端の間の光路に含まれるすべての
光ファイバー及び光学部品は、正の群遅延分散を有することを特徴とする請求項１乃至９
のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項１１】
　前記増幅器は、複数段の増幅器を含んでいることを特徴とする、請求項１乃至１０のい
ずれか１項に記載の光源装置。
【請求項１２】
　前記非線形ファイバーから射出される光は、５００ｎｍ以上、７００ｎｍ以下の波長帯
において、０．２ｍＷ／ｎｍ以上のスペクトル強度を有することを特徴とする、請求項１
乃至１１のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項１３】
　前記パルス光の形状はＳｅｃｈ２型であり、前記パルス光の形状に基づく係数ａが０．
３１５であることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項１４】
　前記パルス光の形状はガウシアン型であり、前記パルス光の形状に基づく係数ａが０．
４４１であることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の光源装置。
【請求項１５】
　光源装置であって、
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　パルス光を生成する共振器を有するファイバーレーザと、
　前記ファイバーレーザから射出される前記パルス光を増幅して射出する増幅器と、
　前記増幅器で増幅される前記パルス光が通過する際に、非線形効果を発生させる非線形
ファイバーと、を有し、
　前記共振器の群遅延分散をＤ１、前記共振器の出力端と前記非線形ファイバーの入力端
との間の群遅延分散をＤ２としたとき、群遅延分散Ｄ１及び群遅延分散Ｄ２はともに正の
値であり、
　前記光源装置は、分散補償光学系を用いずにスーパーコンティニューム光を発生するよ
うに構成されている、
　ことを特徴とする光源装置。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の光源装置と、
　前記光源装置からの光を分光して測定対象物に照射する分光器と、
　前記測定対象物の情報を含む光を検出する検出器と、を有することを特徴とする情報取
得装置。
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